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〔論文審査の要旨〕 
（内容） 

 本論文では、広島県内で大正時代に分離され、保存されてきた清酒酵母菌株「広島 6 号

（H6）」に着目し、詳細な特性解析を行った。また H6 の正常な有性生活環に着目し、H6
を介在させることで、実用清酒酵母の交配育種における主要な技術的課題の解決を図っ

た。 
 
 緒言では、清酒酵母菌株の実用化の歴史にふれ、現在の主流である K7 株を代表とする

協会系酵母菌株群の相互の遺伝的多様性の少なさや実用有用特性について紹介している。

また、協会系の菌株が共通して正常な減数分裂能を欠き一倍体取得効率が極めて低いた

め、交配育種による多様な菌株の創出のニーズが満たされていないことを述べている。ま

た本研究で、古典的な菌株である H6 株に着目した経緯を説明している。 
 
第一章では、H6 株の詳細な特性解析を行った結果を記述している。H6 株の性質につい

ては、約 90 年前の論文にわずかな記載があるのみであり、広島県の貴重な微生物資源と

して今日的視点・指標から再評価を試みたものである。結果として、清酒醸造特性は協会

系酵母ほど特徴的ではなかったが、清酒の貯蔵劣化成分の既知前駆体の生成が少なく、製

成酒中で貯蔵劣化成分も生成しにくいという優れた性質を有していた。また、協会系酵母

の持つ既知の高発酵性変異の一部を共有し、多くの清酒酵母菌株と比較して、協会系酵母

と遺伝的な距離が極めて近いことが判明した。また H6 株の胞子形成能については、文献

にわずかな記載があるが、ここで、胞子形成誘導により四胞子子嚢を容易に得られること

と得られた胞子の発芽能が高いことを見出した。 



 
第二章では、H6 株を介在させた協会系酵母の交配育種の可能性について詳細な検討を行

った。H6 由来一倍体と、既に得られている K7 由来の一倍体との交配株を作成したとこ

ろ、これらは効率よく胞子を形成し、四胞子分離が可能であったことから、K7 の胞子形

成不全が H6 株の遺伝子により相補されたと考えられた。そこで 3 種の協会系菌株由来の

一倍体と、醸造特性で選抜した H6 由来一倍体との交配株を作成し、胞子形成及び四胞子

分離した一倍体を用いた新規清酒酵母の育種について検討を行った。その際、醸造特性と

の対応が既知の 2 種の点突然変異を醸造特性予測の DNA マーカーモデルとして採用し、

交配株におけるタイピングも行い、マーカーの利用可能性を確認した。各交配株から分離

した一倍体の清酒小仕込み試験により得られた成分値等のパラメーターを用いて主成分

解析など行ったところ，非常に多様な醸造特性を有する一倍体株が取得できていることを

確認した。これらの一倍体セットは交配による多様な清酒酵母菌株の創出に利用可能と期

待される。 
 
 本研究において明らかとなった H6 株の特性のうち、とりわけ重要なのは正常な胞子形

成能及び協会系酵母との遺伝的近縁性である。山﨑氏はこれらの意義を的確に理解し、H6
株と協会系菌株との間の交配と胞子形成による一倍体セットの開発を進めた点は高く評

価できる。消費者の嗜好の変化による清酒の多様性が求められる今日の状況下で、交配育

種に対するニーズは高く、本研究の意義は非常に大きい。これらの一倍体セットは、今後

の規模の拡張も容易であるが、多様な組合せの交配とその後の胞子形成で生み出される多

数の一倍体の効率的な醸造特性評価という観点から、モデル DNA マーカーによる遺伝型

選抜を取り入れたことも、次世代の交配育種を見据えたものといえる。加えて、H6 株と

協会系の菌株の近縁性については、協会系酵母の系統分化に対して示唆的である点で興味

深い上、協会系酵母の遺伝解析への H6 株の活用も可能と期待される。 
以上より、本論文の著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと判

断する。 
備考 審査の要旨は，1,500 字程度とする。 




